
 
 

２０２４年度 

「正会員に対する活動助成」活動報告書 

 
（ふりがな） 

団体名 
沖縄県社会福祉士会（おきなわけんしゃかいふくししかい） 

■活動報告の詳細 

活動名称 新事務所移転に伴うバリアフリー工事 

活動の目的 

沖縄県社会福祉士会は、平成 24 年 6 月より那覇市首里石嶺の集合住宅内の 2

階に事務所を構えていました。開所当初から、事務所が 2 階であること、事務

所のある建物はエレベーターも設置されていないことから、車いす利用者や歩

行障害がある会員等が事務所にアクセスできないという問題がありました。車

いすを利用する会員の方と話し合いがあるときは、事務所では近くのファミレ

スを利用、他の会議室をかりることもありました。県士会事務所へのアクセス

の悪さから、障がいをお持ちの会員の方が会の活動に参加することに障壁があ

りました。 

数年前より、事務所が手狭になり、駐車スペースの確保が難しくなったこと

をきっかけに理事を中心に新事務所の物件探しが始まりました。その際に、上

記の問題も解決する必要があると再確認しました。那覇市という地価の高い地

域において、会が賃貸料を支払える物件探しは困難でした。何よりも、障がい

者用トイレを備えたバリアフリーの物件はなかなか見つかりません。しかし、

一昨年、現事務所と同じ地域に要件を満たす平屋の物件を見つけました。また、

大家さんも私たちの希望に賛同してくださり、バリアフリー工事への協力を了

解していただけました。昨年、車いすの方等が利用できるよう建物を大幅にリ

フォームしました。（一部はスロープを使用します。） 

しかし、当初、会が負担するバリアフリー化の工事は 100 万円程度の予想で

したが、見積時に約 270 万円と大幅に予想を上回り、さらに施工開始後に判明

した問題解決のための追加工事を含めると 340 万円と大幅な支出となりまし

た。このよう経過に基づき、日本社会福祉士会の『正会員に対する活動補助』

事業による補助を活用することで会の財源の負担を軽減したいことが申請の目

的です。 

なお、令和 3 年に障害者差別解消法が改正され、令和 6 年 4 月には合理的配

慮の提供が義務化されました。新事務所移転に伴い、新事務所のバリアフリー

工事を行うことで、多くの会員が快く利用できる県士会事務所となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

実施した活動の内容 

 

会議・研修会・イベン

ト等の開催日時、場所、

参加者数等の活動内容

の詳細を記入 

※別添（様式自由）に

て提出可 

 

１．活動の具体的内容 

・相談室入口の段差解消及び戸の開口部の拡大。 

・入口から相談室、トイレへの段差解消。 

・浴室からトイレへのリフォーム。（扉の新設、手すりの設置含む） 

 

 

２．具体的なスケジュール予定 

 

令和 6 年１月   不動産会社と新物件でのバリアフリー化の具体策の提案。 

    ２月   図面の作成 

    ４月   見積額の調整 

    ５月   契約 

    ６月   新事務所のバリアフリー工事開始 

7 月 6 日  第 1 回引っ越し委員会 会員 6 人 

7 月 11 日 第 2 回引っ越し委員会 会員 4 人＋施工業者 

8 月 4 日  第 3 回引っ越し委員会 会員 6 人 

8 月 8 日  第 4 回引っ越し員会  会員 2 人 

8 月 17 日 第 5 回引っ越し委員会 会員 3 人 

    9 月 16 日 会員によるバリアフリーチェック 会員 3 人 

    9 月 25 日 物件引き渡し 

    9 月 29 日 引っ越しの事前準備 会員 11 人他 1 人 

    9 月 30 日 新事務所への移転 

    12 月 15 日 引っ越し委員会解散会 

 

 

 

３．実施体制①責任者名②チーム（班）名と主な役割について記入ください。

また協力・連携する団体や機関があれば併せて示してください。 

①新垣都（事務局） 

②事務所移転チーム 担当理事：角山信司・赤嶺祐子 

不動産会社：ふたば不動産 

施工会社：たすくホーム株式会社 

福祉用具：サトウ株式会社 

 



 
 

活動の成果  

① バリアフリー工事の完了 

一昨年より進めていた事務所移転と合わせて、新事務所の入り口部分へ

のスロープの設置、相談室の段差解消、バリアフリートイレの新設、可

動式スロープ購入を行いました。 

これまで県士会事務所に入ることができなかった車いすや杖歩行の会

員の方々が、県士会事務所を利用することができるようになりました。

当初は、相談室とバリアフリートイレのみの利用を想定していたが、車

いすの会員の方より、他の会議室、書庫も利用可能にするべきと指摘を

受け、スロープの購入も行いました。 

 

駐車場からスロープ       スロープから相談室入口へ 

 
相談室入口の段差解消      相談室の差解消   

バリアフリートイレ         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

トイレ内・シャワー         スロープ 

 

② 会員参加を促したこと 

新事務所の移転に際して心がけたことは、沖縄県社会福祉士会の事業と

して会員の参加を促すことです。事務局が移転の調整を行い、理事を中

心に会員にも協力のお声かけをしました。のべ 50人以上の理事や会員

の協力を得ることができました。 

障害者施設での勤務経験のある理事を中心に、バリアフリー工事の調整

をしていただきました。また、車いすユーザーの会員と完成前のバリア

フリー工事のチェックを行ったことで、スロープの必要性がわかり購入

を決めることができました。また、会員の中にインテリアコーディネー

ターの資格を持つ方がおり、床や壁、カーテンの色など細かく決めるこ

とができました。引っ越しの前日の準備や当日にも手伝いをしていただ

きました。 

このような過程を大事にすることで、会員の皆様に県士会事務所に愛着

をもっていただけたのではないかと思います。 

 

 
 
③ 会員の皆様が使いやすい県士会事務所へ 

新しい県士会事務所は、車いすや杖歩行の方へ配慮したしただけではな

く、相談室や会議室、広い駐車場を備えたことで、県士会の活動に利用

しやすくなりました。 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

活動実施を 

   通じての課題 

実施していく中で、見

えてきた活動遂行にお

ける課題 

① バリアフリー工事が建物一部になったこと 

当初、建物全体を車いす等の会員が利用できるようにリフォームの予定

でしたが、大家様の予算の都合があり、建物半分程度のバリアフリー工

事となりました。段差が残ったところには可動式のスロープを必要時に

設置できるように動線を確保しました。また、会議室や書庫の入り口に

2ｃｍ～5ｃｍの段差が残ったため、別途段差解消の工事を行いました。 

② リフォーム業者との調整が難航したこと 

県士会事務所として賃貸の物件を確保し、事務所として使えるように工

事を開始しました。大家さんと不動産会社の指定したリフォーム会社に

県士会が支出するバリアフリー工事の部分も依頼をしました。当初、バ

リアフリーの経験のある従業員がいるとのことでしたが、工事がはじま

ると、実際に工事に関わるバリアフリーの知識のある方がいないことが

わかりました。また、県士会の担当理事もリフォーム工事についての知

識が乏しく、図面や見積もりなどを十分に理解していないことが多々あ

りました。そのため、駐車場に段差が残ること、相談室入口に調整と屋

外のスロープの形が車いす利用者には利用しづらいこと、雨が降ると段

差のない室内に雨が浸水すること等々の問題が起こりました。一部は予

算内で対応しましたが、追加工事、追加費用が必要となりました。 

予算額は約 270万円でしたが、追加工事を含めると約 340万円となりま

した。 

活動の実施状況・実施

結果に関する情報の公

開 

 

あてはまるものにチェ

ックと内容詳細を記入

ください 

※貴法人のホームページでの公表は必須となります。 
 

情報の公開方法（複数選択可） 

 

■広報誌・会報誌等で公開 

・広報誌『沖縄 CSW通信』10月号にてバリアフリー工事、移転の

記事を一面に掲載。 

・沖縄県社会福祉士会 HPにて、「正会員に対する活動助成」活報

告書を掲載。 
                        

■その他 

新事務所について動画を作成し、県士会 HPへ掲載している。 

 https://youtu.be/0oc5jH9BX2I 

 

 
 

 

https://youtu.be/0oc5jH9BX2I

